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Ａ　軽量鋼矢板には、次のような優れた特長があります。
　　１．軽量で高い断面性能

　　　・軽量鋼矢板は、軽量で、しかも高い断面性能を有した形状になっています。

　　２．豊富な種類

　　　・軽量鋼矢板は種類が豊富ですから、用途にあわせ最適で、しかも経済的な矢板を選択できます。

　　３．精度の高い形状

　　　・軽量鋼矢板は、コイル（鋼帯）を冷間ロール成形法により製造するため、均質で精度の高い形状が

　　　　得られます。

　　４．施工が容易

　　　・軽量鋼矢板は軽量で容易に運搬でき、取扱いも簡単なため、建込みや打込みの作業が速く、歩掛

　　　　りを向上させることができます。また、合理的な継手で打込み、引抜きの反復使用が可能です。

　　５．優れた経済性

　　　・軽量鋼矢板は、壁長当りの質量が軽く、断面性能に優れ、しかも施工が容易なため、他の矢板工

　　　　法に比べ、材料費、運搬費、施工費等が少なくてすみます。特に仮設用の場合は、転用が可能で

　　　　すので非常に経済的です。

Ａ　軽量鋼矢板の用途を永久構造物用、仮設構造物用、その他に分類して次に示します。

　　１．永久構造物用

　　　　①護　岸

　　　　・河岸または堤防を流水による浸食から保護するための構造物を護岸と呼びますが、ここでは土
　　　　　の崩壊を防止する構造物として考えます。壁高は 1.0ｍ～ 3.0ｍ、構造形式は自立式矢板壁が最
　　　　　も多く使用されています。

　　　　②法留工

　　　　・法留工は護岸の法覆工の基礎となるものをいいますが、軽量鋼矢板を用いる場合には根固め工
　　　　　として堤防の浸食防止および漏水防止の役割を果します。構造形式としては、大半が自立式矢
　　　　　板壁です。その他、道路等の盛土における腰石積みの代わりに使用することもあります。

　　　　③岸　壁

　　　　・軽量鋼矢板を使用する岸壁は、壁高2.0ｍ～ 5.0ｍと比較的小規模断面のものが多く、構造形式
　　　　　としては、タイロッド式矢板壁が使用されています。

　　　　④止水用

　　　　・止水用矢板は、樋門、樋管、堰堤等の構造物の基礎に打込んでパイピングを防止する目的で使
　　　　　用されます。また、土中への浸透水の遮断あるいは漏水防止のために使用されます。

図－1－1 自立式護岸

図－1－3 切梁式水路護岸 図－1－４法 留 工 図－1－5 止 水 工

軽量鋼矢板

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

杭

切 梁

軽量鋼矢板

控 え 工

（軽量鋼矢板）

タイロッド

図－1－2 タイロッド式護岸

用　　途

護　　 岸

岸　　 壁

擁　 　壁

止 水 壁

法 留 工

洗堀防止工

その他

土留め工（山留め工）

締切工

その他

永久構造物用

仮設構造物用

軽量鋼矢板の特長は？1 軽量鋼矢板の用途は？2
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Ａ　一般に使用されている軽量鋼矢板の区分（型式）と断面性能を次表に示します。

・軽量鋼矢板の区分と断面性能

備考）上表の記号は、下記メーカーを示します。

　　　 LSP　；　日鐵住金建材㈱

　　　 NL　；　JFE建材㈱

質量

A
1

4

5

4

5

5

4

5

5

6

5

6

5

6

7

10.4

12.9

11.8

14.8

14.8

14.2

17.9

19.3

23.3

21.6

25.9

33.6

40.4

47.1

16.0

20.2

18.3

22.9

38.2

48.2

59.8

212

255

212

254

1,810

2,180

2,540

6.69

8.33

8.33

10.2

13.3

13.1

15.9

39.0

45.8

57.0

68.0

226

270

313

41.6

51.6

47.2

59.2

59.2

42.6

53.7

57.9

69.9

64.8

77.7

67.2

80.8

94.2

64.0

80.8

85.1

107

246

404

510

2,000

2,480

636

762

3,620

4,360

5,080

26.8

33.3

48.6

59.7

96.5

115

144

272

330

171

204

452

540

626

250 LSP-1

250

250

333

333

333

500

A

B

C

D

E

断面二次
モーメント

断面係数 質量 断面二次
モーメント

断面係数 記　　号

kg/m cm4 cm3 kg/m2 cm4/m cm3/m

壁幅 1ｍ当り矢板 1 枚当り板 

厚 

厚 

mm

有 

効 

幅 

mm

区

　分

NL-1N

LSP-2 NL-2N

LSP-3A NL-2U

LSP-3D NL-3U

LSP-3B NL-3

LSP-5 NL-5N

LSP-2N ―

軽量鋼矢板

軽量鋼矢板

構造物（タンク等）

軽量鋼矢板（円形施工）

軽量鋼矢板

H 形 鋼

軽量鋼矢板

火 打 ち

中間ぐい

タイロッド

土　砂

軽量鋼矢板

腹 起 し

腹 起 し

切　梁

切　梁

　　２．仮設構造物用

　　　　①土留め工

　　　　・管路布設工事等に用いられ、堀削深さが浅く、土質が良い場合は自立式矢板壁が、また、堀削
　　　　　深さや地盤条件によっては切梁式矢板壁が使用されます。その他、山留め工としても軽量鋼矢
　　　　　板が数多く用いられます。

　　　　②仮締切工

　　　　・橋台、橋脚、水門等の工事、埋立工事、または破堤箇所の復旧工事における海水、河水の侵入
　　　　　防止に使用されます。

　　３．その他の用途

　　　　①控え壁

　　　　・タイロッド式の矢板壁の控え壁に使用されます。

　　　　②沈下の縁切り

　　　　・軟弱地盤で既設構造物に隣接して構造物を新設するとき、それによって生じる圧密沈下の影響
　　　　　が既設構造物に及ぶのを極力防止するために、既設構造物に隣接して打設し、沈下の縁切りを
　　　　　行う方法です。

　　　　③基礎の補強

　　　　・構造物の基礎に閉塞状に打込み、基礎の補強として使用することもできます。

　　　　④親杭横矢板

　　　　・親杭（H 形鋼等）の間に横矢板として使用する方法で、親杭横矢板壁とも呼ばれます。

図－２－１自立式 図－２－２切梁式

図－２－４仮締切図－２－３名称図

図－３－１沈下の縁切および基礎の補強 図－３－２親杭横矢板

軽量鋼矢板の区分（型式）と断面性能は？3
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Ａ　軽量鋼矢板は、JIS G 3101「一 般構造用圧延 鋼材」SS400を満足する材料を使用します。
　また、ご要望により含銅鋼も使用可能です。化学成分および機械的性質を次表に示します。

D  区分 E  区分

B  区分

軽量鋼矢板の断面形状

・化学成分 　　　　　　　　 単位：％

（　 ）内は 6mmの寸法を示す。

製品幅 370（371）

有効幅 333

（　 ）内は 6mm･7mmの寸法を示す。

製品幅 533（534･535）

有効幅 50016
0（

16
1･

16
2）

5（
6）

74（
75

）

5（
6･

7）

（　 ）内は 6mmの寸法を示す。

製品幅 367（368）

有効幅 333

85（
87

）

（　 ）内は 4mmの寸法を示す。

製品幅 355（354）

有効幅 333

51
（

50
）

5（
4）

35
.5

（
35

）

（　 ）内は 4mmの寸法を示す。

製品幅 280

有効幅 250

製品幅 280

有効幅 250

365（
4）

（3
5）

43

（　 ）内は 4mmの寸法を示す。

製品幅 266

有効幅 250

36（
35

）

5（
4）

5（
6）

（
75

）
73

.5

C  区分

A1  区分 A  区分

P S

0.050 以下 0.050 以下

・機械的性質

引 張 強 さ
（N/mm2）

降　伏　点
（N/mm2）

400～510 245以上

厚さ区分

5mm以下

5mm超え

5号

1A号

21以上

17以上

引　張
試験片

伸び
％

軽量鋼矢板の材質は？4

LSP-1

LSP-2

LSP-3A
LSP-3D

LSP-2N

LSP-5LSP-3B

5
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Ａ　軽量鋼矢板工法と各種矢板工法を作業環境、工事費、施工性の各項目について比較検討した
　結果を次表に示します。

・軽量鋼矢板工法と各種工法の比較

現 場 条 件

作 

業 

環 

境

地下埋設物のあるところ

騒 音 振 動

地 盤 沈 下

壁体の曲げ剛性

架空線のあるところ

路面交通が多い

設置および取除き

　工　事　費

　施　工　性

○

○

◎

◎

◎

普通

◎

○

○

◎

高い

◎

○

○

○

○

高い

○

◎

◎

◎

普通

◎

工　　法
軽量鋼矢板

工　法

Ａ　軽量鋼矢板工法の選定に際しては、安定性・施工性・経済性およびその目的と効果が十分
　に発揮できるように行います。
 　「土地改良事業標準設計第９編　擁壁（農林水産省構造改善局）」 では各種矢板の選定の目安
　が次表のように示されています。

注1）；軽量鋼矢板A区分は曲げ剛性が小さく、継手の遊びが大きいので軟弱地盤、地

　　　下水位が高い所は検討を要する。

注2）；腐食に対する耐久性向上および景観対策として、工場塗装による重防食が可能

　　　である。

注3）；コンクリート矢板は、固結粘土および礫混じり土の場合の施工は補助工法との

　　　組合せ等の検討を要する。

備考）軽量鋼矢板の区分（型式）については、Q3を参照下さい。

・矢板選定の目安

使用材料

条　　件
地　盤　条　件

○

◎

○

○

◎

◎

○

○

◎

◎

○

○

◎

○

○

○

○

◎

○

○

○

◎

軟 

弱 

地 

盤

砂 

質 

土

粘 

性 

土

止 

水 

性

耐

　
　久

　
　性

景

　
　
　
　
　観

軽量鋼矢板　A 区分　　　　注1）

軽量鋼矢板　B～E 区分

鋼　矢　板　　　　　　　　注2）

コンクリート矢板　　　　　注3）

◎；有利　　　○；普通　　　　；検討を要する

◎・・・・・適　　　　　　○・・・・・やや適
　・・・・・やや不適　　　　・・・・・不適

鋼矢板工法 親杭横矢板
工　法

たて込み簡易
土留工法

軽量鋼矢板工法の選定の目安は？5 軽量鋼矢板工法と各種工法との比較は？6
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Ａ　　軽量鋼矢板の継手には、施工性を考慮して若干の遊間が設けられています。この遊間を利
　用して軽量鋼矢板は次に示すような範囲で回転させることが可能です。
　　同型式（区分）の軽量鋼矢板は他メーカー間でも嵌合可能ですが、品質保証等の観点より原
　則としては、同メーカーの矢板を使用することが望まれます。

１．回転角度

　同型式（区分）の軽量鋼矢板を嵌合させたときの回転角度（θ）は、下図のとおりです。

２．互換性

同型式（区分）の軽量鋼矢板は、次の組合せの場合に嵌合可能です。

①型式（区分）B・・・・・LSP：NL

②型式（区分）C・・・・・LSP：NL

③型式（区分）D・・・・・LSP：NL

④型式（区分）E・・・・・LSP：NL

Ａ　軽量鋼矢板と鋼矢板は下図に示すように断面係数Z＝500～600cm3/mを境界としており、
　軽量鋼矢板は、壁高5m程度以下の仮設工事用および河川護岸の比較的小規模な土木構造物に
　使用され、鋼矢板は港湾構造物、河川護岸の比較的大規模な土木構造物に使用されます。

軽量鋼矢板と鋼矢板との比較（壁幅1m当り）

θ＝10°

θ
θ

θ＝10°

θ
θ

軽量鋼矢板と鋼矢板の使用区分は？7 軽量鋼矢板の回転角度と互換性は？8
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●　区分A
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軽
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鋼
矢
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鋼
　

矢
　

板
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Ａ　 継手部が壁体の中心線にない場合（壁体の中立軸と矢板１枚当りの中立軸が一致する断面
　　形状）は、壁体が中立軸付近でせん断滑動することがないので、継手効率を考慮する必要は
　　ありません。
　　　これに対し、継手部が壁体の中心線にある場合（壁体の中立軸と矢板１枚当りの中立軸が
　　一 致しない断面形状）は、土圧等による曲げ荷重を受けると壁体中心部線付近には、継手に
　　沿う方向にせん断力が作用します。このとき、継手のせん断抵抗が不足すると継手にずれが
　　生じ、隣合った矢板の完全一体化を想定した断面性能を発揮できないことも考えられます。
　　したがって、この断面形状については継手効効率を考慮するのが一般的です。

Ａ　軽量鋼矢板に関連する設計基準・指針を次に示します。

　　①土地改良事業標準設計　第9編　擁壁・・・・・・・・・・農林水産省構造改善局監修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［土地改良技術情報センター発行］

　　②土地改良事業計画設計基準　設計「水路工」・・・・・・・農林水産省農村振興局監修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［農業土木学会発行］

　　③災害復旧工事の設計要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・建設省防災研究会編集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［全国防災協会発行］

　　④仮設構造物設計基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・首都高速道路公団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［首都高速道路厚生会］

　　⑤道路土木―仮設構造物工指針・・・・・・・・・・・・・・・日本道路協会編集・発行

　　なお、上記以外に各地方自治体で地域の特性を考慮した基準、内規等が設けられています。 継手部が壁体中心線にない場合

継手部が壁体中心線にある場合

壁体の中立軸
（軽量鋼矢板A、B、C区分）

壁体の中立軸
（軽量鋼矢板A1、D、E区分）

軽量鋼矢板に関する設計基準・指針は？9 継手部が壁体の中心線にない場合の継手効率は？10
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Ａ　　通常、構造用鋼材の許容引張応力度および許容曲げ引張応力度は基準降伏点に対して、一
　　定の安全率を見込んだ値となっています。
　　　軽量鋼矢板の許容応力度も同様な考え方で決められています。軽量鋼矢板の許容応力度を
　　次表に示します。

Ａ　　軽量鋼矢板の継手効率は、区分（型式）および永久・仮設構造物の違いによって異なり、
　　一般的には次のように示されています。

表－1　永久構造物の場合の継手効率

区分（型式）

断 面 性 能

A, B, C A1, D, E
断面二次モーメント 断面係数 断面二次モーメント 断面係数
腐食前

1.0
―
―

腐食後
―
0.8
0.8

腐食前
―
―
―

腐食後
―
1.0
―

腐食前
1.0
―
―

腐食後
―
1.0
1.0

腐食前
―
―
―

腐食後
―
1.0
―

根入れ長の計算
応力度の計算
変位量の計算

・軽量鋼矢板の許容応力度 （N/mm2）

記号 使用区分

永久構造物

仮設構造物

140

210

140

210

80

120

曲げ引張応力度 曲げ圧縮応力度 せん断応力度

SS400

注1）区分A, B, Cの場合、矢板の頭部をコンクリートあるいは鋼枠等で拘束する場合は、表－１の値を

　　 用います。

注2）区分D, Eの場合、壁体の中立軸と矢板１枚当りの中立軸が一致する断面形状なので、矢板頭部の

　　 拘束の有無に拘らず継手効率は1.0とします。

　　１．永久構造物

表－2　仮設構造物の場合の継手効率

区分（型式）
断 面 性 能

応力度の計算
変位量の計算

A, B, C A1, D, E
断面二次モーメント 断面係数 断面二次モーメント 断面係数

0.45
0.45

0.6
―

1.0
1.0

1.0
―

注1）区分A, B, Cの場合、矢板継手部の掘削面側を矢板頭部から50cm程度溶接したり、コンクリートで

　　 頭部から30cm程度の深さまで連結して固定したもの等については、表 －２の数値を0.8程度まで

　　 上げることができます。

備考）軽量鋼矢板の区分（型式）については、Q3を参照下さい。

　　2．仮設構造物

軽量鋼矢板の継手効率は？11 軽量鋼矢板の許容応力度は？12
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Ａ　軽量鋼矢板の腐食対策には、次に示すような各種の方法がありますが、一般的には腐食し
　ろによる方法が用いられます。

　１．腐食しろによる方法

　　　腐食速度と耐用年数から腐食しろを求め、腐食しろに設計で必要な肉厚を加算した板厚を用いる

　　　方法です。

　２．防食塗料による方法

　　　一般的な塗料として無機ジンクリッチ系塗料あるいは有機ジンクリッチ系塗料＋タールエポキシ系

　　　塗料を使用する方法があります。

　３．材質による方法

　　　0.25％程度の銅を含有した鋼材を用いる方法で、大気中においては腐食の進行度を軽減させる

　　　ことが知られています。

　４．その他

　　　①亜鉛めっきによる方法

　　　②電気防食による方法

Ａ　　鋼矢板式仮設構造物の最小根入れ長について、「道路土木－仮設構造物工指針（日本道路
　　協会）」では次のように示されています。

　　１．切梁式の場合（慣用法による土留めの設計）

　　　１）一般的には

　　　　①根入れ長は、堀削完了時および最下段切ばり設置直前の両者において、それぞれつり合い深

　　　　　さの1.2倍以上を確保するものとする。

　　　　②最小根入れ長3.0m。ただし、親杭の場合は1.5mとする。

　　　　　上記①、②の２ケースの内、長い数値を採用する。

　　　２）小規模土留めの場合（堀削深3.0m以浅の場合）

　　　　①根入れ長は、掘削完了時および最下段切ばり設置直前の両者において、それぞれつり合い深

　　　　　さの1.2倍以上を確保するものとする。

　　　　②最小根入れ長は、掘削深さの１／２とする。

　　　　　上記①、②の２ケースの内、長い数値を採用する。

　　２．自立式の場合

　　　　①下記の土留めの設計計算式により求める。

　　　

　　　　ここに、β：杭の特性値（m-1）下式により求める。

　　　

　　　　ここに、kH：水平方向地盤反力係数（kN/m3）

　　　②最小根入れ長は、掘削深さ3ｍ以深では3ｍ、掘削深さ3ｍ以浅では掘削深さと同等とする。

　　　　上記①、②の２ケースの内、長い数値を採用する。

　　　根入れ長＝
2.5
β

β＝
kHB
4

4 EI

最小根入れ長に関する規定は？13 軽量鋼矢板の防食方法は？14
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Ａ　pHと鋼材の腐食速度の関係を下図に示します。pHが５～９（中性域）の範囲では腐食速度は
　おおむね一定になります。pHが４以下（酸性域）になりますと、さびが溶解するので、さびの
　腐食抑制機能が失われるうえ、水素発生型の腐食を生じるので、腐食速度は大きくなります。
　一方pHが約10以上（アルカリ性域）になると鋼材の表面には腐食の進行を抑制する不動態皮膜
　が形成され腐食速度は小さくなります。
　　しかし、自然環境では、pH４以下の低pHになることはほとんどありません。海水の場合浅
　海部で8.1～8.3、深海で7.5程度あり、腐食速度に及ぼすほどのpHの影響はありません。
　　また、通常の河川もpH６～８の中性域にあります。しかし、温泉地帯の河川のように、pH
　が４程度になる酸性河川もあり、このような河川での鋼材の腐食には注意が必要です。

銅の含有量と腐食量の関係

pHと腐食速度の関係

pHと鋼材の腐食速度の関係は？15 含銅鋼と普通鋼の腐食速度の関係は？16 

42 6 8 10

pH

0
0

1

2

3

0.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2

Cu　含  有  量 （％）

 （mil）

※ mil＝1/1000 inch

海岸

半田園

工場地帯

0.3 0.4

腐
食
速
度

板 

厚 

減 

少酸性河川
通常河川

清浄海域

汚染海域

中性酸性 アルカリ性

大

12 14

Ａ　銅（Cu）を0.25％以上添加された鋼材を含銅鋼といい、大気中においては、Cuを含まない
　普通鋼より腐食速度が小さくなります。水や海水中におけるCuの腐食抑制効果についてはま
　だ十分な解明がなされていません。

　１．大気中

　　　Cuの含有量を変化させて製造した試験材を大気暴露し、板厚減少量の関係を調査した結果を下図

　　　に示します。これによるとCuを0.1％以上含有する場合は、含まない場合に比べて腐食量がかなり

　　　減少することがわかります。これは耐候性鋼においてCuが腐食抑制機能に重要な役割を果たして

　　　いることと同じ理由によると考えられます。

　２．水　中

　　　水中（あるいは海中）におけるCuの効果については、よくわかっておりません。含銅鋼と普通鋼を

　　　全く同じ条件で水中暴露試験した例がないためです。

　　　しかし、耐侯性鋼が水中において腐食抑制効果をあまり発揮しないことから推察すると、水中では

　　　含銅鋼と普通鋼の腐食速度に大きな差は期待できないと考えられます。
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Ａ　既に圧入された3枚の軽量鋼矢板の引抜き抵抗力を反力として、静荷重で軽量鋼矢板を土中
　に圧入する工法です。
　　油圧駆動方式の軽量鋼矢板圧入引抜き専用機により、静的に圧入引抜きを行う、振動・騒音
　を排除した工法で、次のような特長があります。

　　　①静荷重による圧入工法であるため、周辺構造物への影響もなく近接施工ができます。

　　　②本体は軽量コンパクトな単体機で組立・分解の必要がなく、運搬も容易で住宅地等の作業スペー

　　　　スに制約の多い場所にも適します。

　　　③本体は、土中に圧入完了後の軽量鋼矢板をつかみ施工するため、機械転倒等の危険性がなく安

　　　　全です。

　　　④ラジコン式操作のため、本体から離れた場所で操作ができ、安全性、作業性に優れます。

　　　⑤本体後部に装着した可動式打下げ装置により、圧入済みの軽量鋼矢板を必要な高さまで打下げ

　　　　可能です。

※次頁に軽量鋼矢板に用いられる圧入機の一例を示します。

1. ⑤の軽量鋼矢板を支持力

   がとれるまで圧入する

2. 本体を上昇させる。 3. 本体下部を前進させる。 4. 本体を下降し自走完了。

　 再圧入開始。

Ａ　軽量鋼矢板の打込み・引抜きに使用する機械には、バイブロハンマ（電動式・油圧式）およ
　び油圧式くい圧入引抜機が一般的に使用されます。それぞれの施工機械の種類と特長を次表に
　示します。

施工機械の種類と特長

振　動　工　法

電動式バイブロハンマ

圧入工法の施工順序

●クランプおよびチャック「閉」の状態を示す。

○クランプおよびチャック「開」の状態を示す。

自走および圧入方向

油圧式バイブロハンマ
圧　入　機

・偏心体を回転させることによ

　って、鉛直方向に発生した振

　動エネルギーによって地盤と

　の摩擦力を切り、先端地盤を

　緩めながら貫入、または引抜

　きを行う。

・従来型のバイブロハンマが偏

　心体を回転させて起振力を得

　るのに対し、油圧シリンダー

　の往復運動によって得られる

　起振力を用い低騒音、低振動

　型としたバイブロハンマ。

・油圧駆動方式で軽量

　鋼矢板の圧入、引抜

　きを静的に行う。

・反力として先行圧入

　した軽量鋼矢板を利

　用する。

・軽量鋼矢板の打設に多く用い

　られる。

・振動が大きく市街地には適さ

　ない。

・周波数の高い振動ほど地盤に

　伝達しにくく、人体に感じに

　くくなる原理を応用。

・騒音、振動がほとん

　どなく、騒音、振動

　対策の必要な市街地

　で多く用いられる。

　砂、砂礫、シルト、粘性土 　砂、砂礫、シルト、粘性土
　砂、砂礫、シルト、

　粘性土

適用地盤

（注）

中 中 小設備の規模

大 中 極小騒　　音

大 中 極小振　　動

速い 速い 普通施工速度

安い 普通 やや高い施  工  費

適応軽量
鋼矢板
区　分

特　　長

機　　構

Ａ1,   Ａ, 

Ｂ,   Ｃ,   Ｄ,   Ｅ

Ａ1,   Ａ,

Ｂ,   Ｃ,   Ｄ,   Ｅ
Ｂ,   Ｃ,   Ｄ,   Ｅ

注１）軽量鋼矢板は、板厚が4～7mmと薄いため、特に砂質地盤では打設時の損傷に注意する必要がある。

注２）礫径50mm以上の場合は、特に施工機械、補助工法の選定に注意する必要がある。

打込み・引抜きに使用する施工機械の種類と特長は？17 圧入工法とは？18 

本体上部

本体下部

① ② ③ ④ ⑤
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Ａ　電動式および油圧式バイブロハンマによる軽量鋼矢板の打込み可能長さと地盤の関係を
　参考として下図に示します。

１．電動式バイブロハンマの場合

２．油圧式バイブロハンマの場合

・圧入機主要仕様 〔スーパートレンチ30：技研製作所〕

油圧式バイブロハンマによる矢板打込み長さとN値の関係（参考）

電動式バイブロハンマによる矢板打込み長さとN値の関係（参考）

砂質土のN値

項　　　目

圧　入　力

引　抜　力

ストローク

圧入スピード

引抜スピード

本体移動方法

操 作 方 法

本 体 質 量

仕　　　様

300kN（31ton）

350kN（36ton）

650mm

2.0 ～16.4 m/min

2.3 ～14.9 m/min

自走式

ラジオコントロール式

2,230kg

注）スーパートレンチ30圧入機は、軽量鋼矢板

のB,C,D区分について適用可能です。 トレンチパイラー

・クローラユニット（EU60）主要仕様

動　　力

質　　量

操作方法

走行速度

ディーゼルエンジン

1,600kg

リモートコントロール

0.6／1.4km/h（2速）

クローラユニット
（エンジン油圧ユニット）

バイブロハンマによる軽量鋼矢板の打込み可能長さは？19

5

矢
板
の
長
さ

矢
板
の
長
さ
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（　）内は、ベースマシンの大きさ
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Ａ　軽量鋼矢板を打設する場合、静的貫入工法と動的貫入工法に分けられ、機械的騒音・振動値
 を下表に「貫入工法の代表例として、静的はサイレントパイラー、動的はバイブロハンマ」を
　示します。

　騒音と振動に関する規制基準は、「公害対策基本法」（昭和42年制定）に基づき、「騒音規制法」が

昭和43年6月10日に公布され、「振動規制法」が昭和51年6月10日に公布されました。

　特定建設作業に関する騒音・振動の規制事項の基準値は、騒音は85デシベル、振動は75デシベルを超

えないこと。（基準値は特定建設作業の敷地の境界線での値）

なお、規制事項については、各規正法等を参照下さい。

Ａ　圧入工法による軽量鋼矢板の圧入・引抜き可能長さと地盤の関係を下図に示します。
　　１．適用範囲

　　　・軽量鋼矢板の有効幅：333 mm

　　　・土　質：粘性土、砂質土、砂および礫質土

　　２．圧入可能長さ

　　３．引抜き可能長さ

圧入工法による軽量鋼矢板の圧入・引抜き可能長さは？20 騒音、振動規制と各種施工機械別騒音・振動値は？21

（ｍ）

単独圧入
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　長
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3
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Ａ　矢板構造の構築に際して、打込み法線を変えたり、複数の打込み法線の接続が必要となる
　ことがあります。このような場合、打込み法線の変更にはコーナー矢板が、複数の打込み法線
　の接続には接続矢板と呼ばれる、軽量鋼矢板を溶接加工したものが用いられます。なお、コー
　ナー矢板、接続矢板、くさび矢板、異種継手接続矢板を総称して異形軽量鋼矢板と呼びます。

備考）異形軽量鋼矢板の詳細については、Q24を参照下さい。

図ー1　左右対称の断面形状

コーナー矢板 接続矢板

Ａ　軽量鋼矢板の断面形状は左右対称で継手が壁内の中心となる形状と左右非対称で継手が壁体
の中心とならない形状の２種類があります。下図に打設時の方向性を断面形状別に示します。

　　１．左右対称の断面形状（区分A, B, C）

　　　　　図－１のように施工するため、方向性がありません。

　　2．左右非対称の断面形状（区分A1, D, E）

　　　　　通常継手部の位置は、図－2のように施工されます。その理由は次のとおりです。

　　　　　①自　立　式………………美観を考慮して背面側とします。

　　　　　②切　梁　式………………腹起しとの取付関係から背面側とします。

　　　　　③タイロッド式……………腹起しの取付位置（前面側or 背面側）によって決まります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　図－2と逆のケースもあります。

軽量鋼矢板の打設時の方向性は？22 打込み法線の変更方法は？23

背 面 側

前 面 側

図ー2　左右非対称の断面形状

背 面 側

前 面 側

打込み法線

打込み法線
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Ａ　異形軽量鋼矢板の製作時の注意事項を次に示します。

　　１．切　断

　　　・通常ガス切断器を使用し、ひずみが生じないように注意して行います。具体的には下図の

　　　　方法で行います。

注）最初①の部分を切断し、ある程度冷えてから②の部分を切断します。

Ａ　異形軽量鋼矢板とは、軽量鋼矢板を溶接加工したもので各用途に応じて次のような種類が
　あります。

　１．くさび矢板（傾斜修正矢板）…（図－1）

　　・施工時に発生した傾斜を修正する場合に使用します。

　　・くさび矢板の拡げ幅は、取扱いおよび施工上から通常矢板長さ1m当り3cm（3%）以内、全長で軽

　　　量鋼矢板幅１枚以内が適切とされています。

　２．コーナー矢板  …（図－2）

　　・打込み法線を変更する場合に使用します。

　３．接続矢板  …（図－3）

　　・複数の打込み法線を接続する場合に使用します。

　４．異種継手接続矢板  …（図－4）

　　・継手形状（区分）の異なる矢板を接続する場合に使用します。

異形軽量鋼矢板とは？24 異形軽量鋼矢板の製作時の注意事項は？25

図ー1　くさび矢板

打込み法線

約0.01～0
.02ｍ

約2ｍ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

② ① ② ① ②

Ｌ

① ②
②①

打込み法線

打込み法線

図ー2　コーナー矢板

切断の順序

図ー3　接続矢板 図ー4　異種継手接続矢板
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Ａ　現場の施工条件等により軽量鋼矢板の製造限界をこえる長尺品を必要とする場合や、輸送
　時や打設時に長さの制限を受ける場合には、現場で軽量鋼矢板の縦継ぎを必要とします。縦
　継ぎの方法には、図－１のボルト接合と図－２の溶接接合の２通りがあります。
　　縦継ぎを行った矢板の継手箇所は、１枚物の矢板と同等以上の断面性能が得られるように
　設計されますが、断面形状の変化による応力集中など予想外の応力が発生することも考えら
　れます。従って、継手の位置はできるだけ壁体の曲げモーメントが小さな所へくるように考
　慮し、さらに、継手箇所を図－３のように千鳥に配置します。
　　なお、継手方法の詳細については、軽量鋼矢板メーカーにお問い合わせ下さい。

Ａ　軽量鋼矢板の止水性は継手のかん合状態（中立、圧縮、引張）によって左右され、中立状
　態に比べ圧縮・引張状態では通水量がかなり減少することが知られています。
　　軽量鋼矢板は打設後水中の浮遊物や土砂等による目詰り効果によって止水性が高まります
　が、背面が水の場合や土粒子が粗い場合には、このような効果が発揮できない場面もありま
　す。したがって、打設後直ちに止水効果を発揮させる必要がある場合や前記のような場合に
　は、軽量鋼矢板の継手部に止水材を用いる方法がとられます。

現場縦継ぎ軽量鋼矢板は？26 軽量鋼矢板の止水性は？27

図ー2　溶接接合の例

図ー1　ボルト接合の例 図ー3　継手部の配置

Ｖ
6Ｖ

ボルト・ナット

添接板
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～
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0ｍ
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7
）

16
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16
1・

16
2
）

添接板

（　）は6mm・7mmの寸法を示す。

有効幅 500

溶接範囲
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Ａ　止水材は、軽量鋼矢板の打込み前にあらかじめ継手内に塗布し、止水効果を高めるもので、
　種々のものが市販されていますが、通常使用されている止水材、ここでは「パイルロッ
　ク」について、紹介します。
　　なお、軽量鋼矢板の打込みは、通常の場合と何ら変わりなく行うことができ早急に止水効果
　を高めることが出来ます。

　パイルロック

　　パイルロックは、合成樹脂エラストマーを主成分として、高吸水性ポリマー、充填材、溶剤などを

　　配合した流動性のある止水材です。軽量鋼矢板の継手部に塗布されたパイルロックは、打設後、水に

　　浸漬すると１～２時間で膨潤し始め、24時間後には、淡水の場合で約20倍に膨潤します。

Ａ　軽量鋼矢板の止水材として、通常使用されている「パイルロック」の塗布歩掛りと区分
　（型式）別使用量を次表に示します。

備考　１．作業員は、2名／組とします。

　　　２．軽量鋼矢板の配列人工及び重機等は、別途です。

　　　３．上記標準塗布歩掛りは、作業環境によって多少変動することがあります。

備考　１．パイルロックの使用量を積算する場合、ロス分を考慮し、上記に1.05～1.15で設定して下さい。

　　　２．軽量鋼矢板の区分（型式）については、Q3を参照下さい。

軽量鋼矢板に適した止水材は？28 止水材の塗布歩掛りと使用量は？29

パイルロックの標準塗布歩掛り

標 準 塗 布 歩 掛 り

軽 量 鋼 矢 板

摘　　　　　　　　要

3 5 0 m ／ 日 矢 板 1 m 当 た り

パイルロックの区分（型式）別使用量

1 枚 1 m 当 た り（ g ／m ） 1 枚 1 m2 当 た り（ g ／m2 ）

区　分（ 型　式 ）別　使　用　量

区 分（型 式）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

有 効 幅
m m

2 5 0

3 3 3

3 3 3

3 3 3

5 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

4 0 0

4 0 0

1 2 0 0

9 0 0

9 0 0

1 2 0 0

8 0 0
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図－4図－3図－2図－1

Ａ　軽量鋼矢板の継手には、施工性を考慮して若干の遊びが設けられています。また、軽量
 鋼矢板は冷間ロール成形にて製造されますが、製品幅についても多少の製造誤差が生じます。
　したがって、多数枚連続して打設すれば、多少の打伸び・打縮みを生じる恐れがあります。
　この対策として、次のような方法がとられます。

　　　①打伸びの場合には、建込んだ軽量鋼矢板を押しつけるように、また、打縮みの場合には引張状

　　　　態となるように、次の軽量鋼矢板を建込む方法をとります。この方法はびょうぶ建込みの場合

　　　　に有効で、軽量鋼矢板20～30枚毎に打伸び、打縮み量を測定しながら建込みを行えば正規の施

　　　　工延長が得られます。

　　　②上記の方法にもかかわらず、打伸びを生ずることが予想される場合は、正規の軽量鋼矢板の幅

　　　　より小さい幅の異形矢板を、また打縮みを生ずることが予想される場合は、正規の軽量鋼矢板

　　　　の幅より大きい幅の異形矢板または矢板を追加使用して、打伸び・打縮みを修正します。

Ａ　矢板は一般に打込み進行方向に傾斜します。このような場合には、次に示す方法により傾斜
　の防止や修正を行います。

　　　①びょうぶ打ちを行い、かつ２枚打ちを行う。…（図－1）

　　　②矢板の頭部を傾斜反対方向にワイヤーロープで引張りながら打込む。…（図－2）

　　　③矢板の先端を斜めに切断して打込む。…（図－3）

　　　④継手部にグリースなどを塗布して継手の摩擦抵抗を減少させる。

　　　⑤砂質土の場合はウォータージェット工法を併用して打込む。

　　　⑥くさび矢板を用いて修正する。…（図－4）

打伸び・打縮み対策は？30 軽量鋼矢板施工時の傾斜対策は？31

30°～45°

くさび矢板



35 36

平　面　図

図－2図－1 図－3

Ａ　軽量鋼矢板の継手の摩擦あるいは、継手中に入り込んだ土砂の影響などにより共下りを生
　じることがあります。このような場合には、次に示す方法により共下りを防止します。

　　　①既に打込んだ矢板数枚を適当な鋼材で連結するか、継手部を溶接する。…（図－1）

　　　②隣接した矢板の頭部吊り穴にワイヤーロープをかけて吊り上げる。または、矢板の打込み方向

　　　　と反対方向にワイヤーロープで引張っておく。…（図－2）

　　　③びょうぶ打ちを行う。…（図－3）

　　　④共下りが予想されるときは矢板の打止めを高くしておき、最後に規定高さに打下げる。

　　　⑤継手部にグリースなどを塗布して継手の摩擦抵抗を減少させる

Ａ　軽量鋼矢板建込工の標準設置断面は、下水道用設計積算要領―管路施設（開削工法）編に
　よると次のようになります。
　　なお、堀削深さ4.0ｍ未満に適用します。

１．掘削深による腹起し・切梁の設置段数

２．標準設置図

軽量鋼矢板施工時の共下り対策は？32 軽量鋼矢板建込工の標準設置断面は？33

溶接

  掘　削　深

2 . 0 ｍ 以 下

3 . 5 ｍ 以 下

4 . 0 m 未 満

腹 起 し ・ 切 梁 の 設 置 段 数

1 段

2 段

3 段

断　面　図

軽量鋼矢板

軽量鋼矢板

切 梁

切 梁

腹起し材

腹起し材

750

2500

4000

750
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Ａ　軽量金属支保工は、一般に小規模な土留め工で良質地盤の場合に使用されます。
　　腹起しは土留め壁にかかる土圧を切梁に伝えるために、土留め壁に沿わせて設ける部材
　です。したがって、腹起しと土留め壁は密着していなければならず、間隙が生じたときは、
　木製キャンバー等で目地詰めを行います。腹起しは、軽量金属支保材が使用されることが多く
　長さは4ｍ、深さ方向の設置間隔は2.5ｍ以内が一般的です。

Ａ　軽量鋼矢板に関する設計・積算歩掛りを次に示します。

　（1）国土交通省下水道工事積算基準

　　　①軽量鋼矢板バイブロハンマ工

　　　②軽量鋼矢板油圧圧入引き抜工

　（2）下水道用設計積算要領－管路施設（開削工法）編

　　　①矢板工（軽量鋼矢板建込工）

　　　②矢板工（軽量鋼矢板バイブロハンマ工）

　　　③矢板工（軽量鋼矢板油圧圧入引抜工）

　　　④土留支保工（軽量金属支保工）

軽量金属支保工の取付方法は？34 軽量鋼矢板の設計・積算歩掛りは？35



39 40

Ａ　開削工事において、工事用車両や一般車両を通行させるため、覆工板が使用されますが、
　土留め材に軽量鋼矢板を用いる場合の注意点を次に示します。
　　覆工板からの荷重が直接軽量鋼矢板に作用しないよう、下図のように土留め材の両背面に
　受け桁を設け、その上に受け梁および覆工板を設置します。覆工板の下面には桁のズレ止め
　金具等が取付けられているため、直接ならし部の上にのせる場合は、ズレ止め金具を外す必要
　があります。

Ａ　鋼枠コーピングとは、下図に示すように矢板壁頭部に施される笠コンクリートを鋼製型
　枠を用いて施工したものです。
　　軽量鋼矢板の鋼製コーピング施工例が、「土地改良事業標準設計（農林水産省構造改善局）」
　に下図のように示されています。

覆工板を設置する際の注意点は？36 鋼枠コーピングとは？37

アスファルト充填
覆工板

路面

捨てコン

埋設管

受け梁
受け桁

栗石

軽量鋼矢板

3000200

50 50 50 50

3

3
0 5
02
0

3

11@250=2750

[200×50

[200×50（めっき）L50×50×4×100　

軽量鋼矢板

（区分B）

Ø6鉄筋Ø6鉄筋

3000

125 125
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平　面　図
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6
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3
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0
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PL193.6×46.8×3.2

3.2

3
3

3.2

端部詳細図

断　面　図

平　面　図

断　面　図

3
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区分 D 区分 C 区分 B

構 

造 

物

構 

造 

物

構 

造 

物

構 

造 

物

276＋α 300＋α 290＋α

276～300＋α

α：スーパートレンチ側面と構造物の間隙寸法（100mm）

注）上記は、スーパートレンチ30によるものです。

スーパートレンチ30

軽量鋼矢板

290＋α

Ａ　隣接構造物に近接して軽量鋼矢板を施工する場合は、油圧式くい圧入引抜機による圧入工
　法が最適で、構造物に悪影響を与えずに近接施工が可能です。
　　下図に構造物と矢板壁背面の距離を軽量鋼矢板の区分（型式）別に示します。

上記のほか、軽量鋼矢板の区分｢E｣については、ゼロクリアランスで圧入施工が可能です。

Ａ　軽量鋼矢板のリース材の市場性は、一般的には下表のとおりです。なお、詳細については、
　各メーカー及びリース会社にご確認下さい。

近接施工時の隣接構造物との距離は？38 軽量鋼矢板のリース材の市場性は？39

備考）上表の記号は、下記メーカーを示します。

　　　LSP；日鐵住金建材㈱

　　　 NL ；JFE建材㈱

記　　号型式
（区分）

有効幅
mm

板　厚
mm

軽量鋼矢板の長さ
m

Ａ1

A

D

250

250

333

5.0

5.0

6.0

2.0～4.0

2.0～5.0

3.0～5.5

LSP-1

LSP-3B

LSP-2
LSP-2N

NL-1N

NL-2N

NL-3
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